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■ 売上高 ■ 営業利益 ■ 経常利益 ■ 四半期（当期）純利益 
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■ 総資産・総資産経常利益率（ROA） ■ 純資産・自己資本当期純利益率（ROE） ■ 1株当たり純資産 ■ 1株当たり四半期（当期）純利益 
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建材分野では環境配慮型フローリング「エコメッセージフロ

ア」のシリーズ製品で高耐久性を付加した「エコメッセージア

トムV」や電気式一体型遮音床暖房フローリング「ダイレクト

ハイホット45プラス」などを市場に投入し、商品構成の充実

を図りました。また、内装システム分野では室内空間を有効に

使える「クロゼット引き違い折れ戸」を発売するなど、顧客ニ

ーズや市場動向にマッチした環境配慮型の製品開発に継続して

取組んでまいりました。

この結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は22,951百

万円、営業利益は167百万円となりました。株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ

ます。

さて、当社第76期第2四半期連結累計期間（平成21年4月

1日から平成21年9月30日まで）における事業の概況につき

まして、ご報告申し上げます。

当第2四半期連結累計期間では、輸出の増加や生産の改善に

より景気は持ち直しつつあるものの、雇用環境の悪化や所得

の減少などによって住宅購入意欲は抑制され、新設住宅着工

戸数は前年に比べて大きく減少しました。

当社グループではこのような厳しい需要環境下でも収益が

あげられるよう、全社を挙げて徹底した固定費削減に取組む

とともに、内製化やグループ内生産体制の見直し等によって

損益分岐点を引下げ、収益構造の改善を進めてまいりました。

しかしながら、縮小した市場の中で企業間競争の激化による

販売価格の低下などで苦戦を強いられた結果、当第2四半期連

結累計期間の経営成績は、売上高26,325百万円、営業損失

740百万円、経常損失704百万円、四半期純損失741百万

円と、誠に遺憾ながら損失の計上となりました。

今後も少子高齢化の進行や世帯数の頭打ちなどから、新設

住宅着工戸数は従来よりも低い水準で推移することが予想さ

れます。当社ではこのような環境に対応するため、縮小した

市場規模に見合った生産、販売体制への移行を進めてまいり

ます。一層の固定費削減とともに内製化やグループ内生産体

制の見直し等により収益構造の改善を着実に進めるほか、営

業活動の効率化や営業拠点の整備によって販売力を強化し、

確実に利益を生み出せる体質を構築してまいります。

当社はこれからも、再生可能な資源を用いることで環境へ

の配慮を継続するとともに、安心・安全に使用していただけ

る製品づくりに取組んでまいります。こうした「環境創造型

事業」の推進によって、よりよい住環境の創造と持続可能な

社会の実現に向け、なお一層の努力を重ねてまいる所存です。

株主の皆様におかれましては、今後とも当社へのご理解と

温かいご支援ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上げま

す。

平成21年12月　　代表取締役社長　吉川 康長

（住宅資材事業）
木質ボード事業では、建築用パーティクルボードを中心に全

力を挙げて拡販に努めました。しかしながら建築用パーティク

ルボードの主な市場であるマンションの着工数が大きく落ち込

み、売上高が減少しました。このような状況下、マーケットの

規模に見合った生産、販売体制の構築を進めるとともに、適正

な販売価格の維持や、より一層の経費削減とコストダウンに努

め、利益率の改善を推し進

めた結果、当第2四半期連結

累計期間の売上高は3,373

百万円、営業損失は18百万

円となりました。

（木質ボード事業）

■ 事業別売上高構成比

住宅資材 

87.2％ 

木質ボード 

12.8％ 

To Our  Shareho lders

■ 財務ハイライト（連結）
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Topicsトピックス

4

新製品・ニュース

電気式一体型遮音床暖房フローリングをリニューアルし、

「ダイレクトハイホット45プラス」として、2009年7月よ

り発売しました。マンションや集合住宅に最適な遮音性能

LL-45をクリアーした製品です。今回新たに採用したフェー

ルセーフユニットにより、万が一異常な温度上昇が生じた場

合、自動的にその部分の通電をストップできるよう安全性を

高めました。さらに、特殊コードヒータの採用で電磁波の低

減も図っています。従来からの特長である施工が簡単、昇温

時間が短い、省エネの実現と併せて、より製品の魅力を高め

ました。

さらに進化した電気式一体型遮音床暖房フローリング
「ダイレクトハイホット45プラス」

News 1

用途に合わせて扉の開閉方法が使い分けられる
「クロゼット引き違い折れ戸」

News 2

2009年7月に発売した「クロゼット引き違い折れ戸」は、

クロゼット折れ戸の弱点であった扉の出っ張りと、引き戸の

弱点であった開口部の狭さを一度に解決した製品です。普段

は引き戸として使用できるので、ベッド脇や廊下などの狭い

場所でも収納物の出し入れが簡単です。また、フルオープン

の折れ戸としても使用できるので、大きな物を出し入れする

ことも簡単にでき、お出かけ前の洋服選びも楽になりました。

科目科目

（資産の部）

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

たな卸資産

その他

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

その他

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他

繰延資産

38,548

11,246

17,634

7,386

2,280

15,437

9,964

3,363

2,740

3,860

918

4,555

2,242

2,312

1

43,277

8,907

20,550

10,001

3,817

15,949

10,410

3,482

3,118

3,809

1,052

4,485

2,097

2,388

4

16,163

12,410

72

3,680

5,107

4,041

1,066

21,271

38,247

3,285

1,370

33,646

△ 54

△ 287

△ 287

37,959

59,231

（負債の部）

流動負債

支払手形及び買掛金

未払法人税等

その他

固定負債

退職給付引当金

その他

負債合計

（純資産の部）

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

純資産合計

負債・純資産合計

■ 四半期連結貸借対照表（要約）

資産合計 53,987 59,231

前期末
（平成21年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成21年9月30日現在）

12,221

9,117

44

3,059

4,875

3,918

956

17,097

37,041

3,285

1,370

32,440

△ 54

△ 150

△ 150

36,890

53,987

前期末
（平成21年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成21年9月30日現在）

（単位：百万円）

連結財務諸表

※百万円未満は切り捨て表示をしています。

Conso l idated  F inanc ia l  Statements

科目科目

1,432

△ 291

△ 383

8

766

7,554

△ 111

8,209

前第2四半期（累計）
平成20年4月 1 日から（平成20年9月30日まで）

■ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額

現金及び現金同等物の四半期末残高

当第2四半期（累計）
平成21年4月 1 日から（平成21年9月30日まで）
1,696

657

△ 586

△ 18

1,748

9,637

―

11,386

（単位：百万円）

売上高
売上原価

売上総利益
販売費及び一般管理費

営業損失（△）
営業外収益
営業外費用

経常利益又は経常損失（△）
特別利益
特別損失

税金等調整前四半期純損失（△）
法人税等
少数株主損失（△）

四半期純損失（△）

26,325
20,561
5,764
6,504
△ 740
190
153

△ 704
0
25

△ 729
12
―

△ 741

35,822
27,930
7,892
7,945
△ 52
237
165
18
15
589

△ 555
26
△ 1

△ 581

当第2四半期（累計）
平成21年4月 1 日から（平成21年9月30日まで）

■ 四半期連結損益計算書（要約）
前第2四半期（累計）
平成20年4月 1 日から（平成20年9月30日まで）

（単位：百万円）
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株主名

Stock Informat ion株式情報（平成21年9月30日現在）

Corporate  Data会社情報（平成21年9月30日現在）

永 大 産 業 従 業 員 持 株 会

永 大 産 業 取 引 先 持 株 会

住 友 林 業 株 式 会 社

大 日 本 印 刷 株 式 会 社

株 式 会 社 り そ な 銀 行

東 銀 リ ー ス 株 式 会 社

ト ー ヨ ー マ テ リ ア 株 式 会 社

三井住友海上火災保険株式会社

すてきナイスグループ株式会社

双 日 株 式 会 社

3,310名 

46,783,800株 

500,000株～999,999株 
3名（0.09％） 

1株～999株　 
120名（3.63％） 10,000株～ 

49,999株 
431名（13.02％） 

100,000株～499,999株 
34名（1.03％） 

金融商品 
取引業者 
49,839株 
（0.11％） 

自己名義株式 
332,015株（0.71％） 

金融機関 
6,931,000株 
（14.81％） 

個人・その他 
15,608,946株 
（33.36％） 

その他の法人 
23,582,000株 
（50.41％） 

外国法人等 
280,000株 
（0.60％） 

1,000,000株～4,999,999株 
15名（0.45％） 

1,000株～4,999株 
2,332名（70.45％） 

50,000株～99,999株 
25名（0.76％） 

5,000株～ 
9,999株 
350名（10.57％） 

■ 所有株式数別株主分布状況 

■ 所有者別株式分布状況 

■ 発行可能株式総数 160,000,000株

■ 発行済株式の総数 46,783,800株

■ 株主数 3,310名

■ 大株主

2,506

2,446

2,306

2,237

1,640

1,573

1,550

1,518

1,460

1,204

5.36

5.23

4.93

4.78

3.51

3.36

3.31

3.24

3.12

2.57

持 株 数 出資比率

％千株

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員 数
本 社

ホームページ

永大産業株式会社（Eidai Co., Ltd.）
1946年7月29日
3,285,301千円
1,185名
〒559-8658 
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
Tel. 06-6684-3000（代表）
http://www.eidai.com

■ 会社概要

代表取締役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

執行役員社長
専務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

監査役（常勤）
監査役（常勤）
監 査 役
監 査 役

執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

吉 川 康 長
大 道 正 人
江 口 　 淳
木 村 康 博
河 本 明 貞
山 岸 正 明
熊 沢 衛 司
山 岸 秀 之

平 原 和 彦
米 野 兼 史
今 村 祐 嗣
櫻 田 典 子

渡 辺 典 夫
鈴 木 功 一
久 後 健 二
木　本　真木雄
仲 摩 修 二
鷹 山 伸 一

■ 役員・執行役員

Networkネットワーク（平成21年9月30日現在）

小名浜合板株式会社 

永大テクニカ株式会社 
永大スタッフサービス株式会社 
永大テクノサポート株式会社 

エヌ・アンド・イー株式会社 

大阪事業所 

山口・平生事業所 

本社 生産拠点 営業拠点 子会社・関連会社 

敦賀事業所 

札幌・青森・盛岡・仙台・山形・福島・群馬・宇都宮・茨
城・埼玉・東京・東京西・千葉・柏・横浜・相模原・新
潟・長野・山梨・金沢・静岡・名古屋・三重・京都・大
阪・神戸・姫路・岡山・広島・米子・山口・高松・松山・
北九州・福岡・長崎・熊本・鹿児島・沖縄

■ ネットワーク

営業所

札幌・仙台・新宿・新潟・金沢・静岡・名古屋・京都・梅
田・岡山・広島・博多・沖縄

ショールーム

小名浜合板株式会社（福島県）

永大テクニカ株式会社（大阪市）

永大スタッフサービス株式会社（大阪市）

永大テクノサポート株式会社（大阪市）

エヌ・アンド・イー株式会社（徳島県）

■ グループ会社

山口・平生事業所

敦賀事業所

大阪事業所



〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
TEL 06-6684-3000

■

■

■

■

■

■

■

■

上場証券取引所

証 券 コ ー ド

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

剰余金の配当基準日

公 告 方 法

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

東京証券取引所　市場第二部

7822

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月に開催

期末　毎年3月31日
中間配当を行うときは9月30日

電子公告
当社ホームページアドレス http://www.eidai.com
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告によ
る公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載し
て行います。

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　フリーダイヤル　0120-094-777

株主メモ

A586Ze0912prPR第1版

（ご注意）
1.株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることになっておりま
すので、口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託
銀行）にお問合せください。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

トップページ

会社情報

ホームページのご案内

当社のことをよりわかりやすく、より理解して
いただけるよう、ホームページをリニューアル
しました。トップページでは、当社の事業の核
となる木との関係をイメージしています。また、
アイコンを採用し、製品情報、会社情報、建築
業界の方へ、お客様サポートと大きな分類に分
けることで、株主・投資家の皆様が閲覧しやす
いような工夫を凝らしています。

ホームページをリニューアルしました。


